


　浸種　・・・必ず水道水や井戸水などの清水を使いましょう
　平成 20年産種子は、登熟前半と登熟後半の平均気温差が小さいことから、

　コシヒカリ・五百万石の休眠が深いと考えられます。
　したがって、発芽揃いを良くするために、水温は10～15℃、積算温度100℃をしっかり
　行いましょう。

・種もみと水の容量比は１：２とする。（種子籾 1㎏に対して約 3.5ℓの割合）
・種子消毒の効果を高めるため、前半の 4日間は水を取り替えないようにしましょう。
・浸種時の酸欠を防ぐため必ず 2～ 3回水を更新し、上下反転させましょう。
・十分に吸水した籾は、籾殻の色が透き通った”あめ色”になります。

　催芽　（播種の 3日前）・・・播種日に合わせて実施

発芽温度は 30℃、ハトムネ状態に仕上げる。
日数は１～２日がめやすですが、発芽状態を必ず確認してから終了してください。

・温度は 30℃を超えると、細菌性病害が発生しやすくなるので注意しましょう。
・催芽終了の発芽状態はハト胸程度とし、発芽率が 80％以上となるよう日数を調整しま
しょう。「コシヒカリ」「五百万石」などの発芽しにくい品種は、催芽不足にならないよ
うに注意し、必ず発芽状態を確認してから催芽を終了しましょう。

・シャワー式催芽器（ハトムネ催芽器）を使用する場合は、カスミン液剤は加用しないよ
うにしてください。（耐性菌の発生を助長する恐れがあります。）

催芽の風呂等を使う場合
●種もみ袋には余裕を持たせる。
●種もみ袋の中心までお湯が回るように操作する。
●お湯の温度は、温度計で確認すること。（種もみの袋を入れる前と後では温度が変わる。）
●酸素不足にならないように、たまに水切をする。

　注 意
種子消毒の残液、廃液および容器・器具などの洗浄に使用した水は適正に処理して
ください。
かんがい水路、排水路、河川、湖沼などの水系には流さないでください。

床土と覆土の準備

床土
3.3ℓ（3.3kg）

内
訳
焼土　　　 2.5ℓ（約 2.5㎏）
ピートモス 0.8ℓ（4.5 合）

タチガレエース粉剤 6g
稚苗配合 25g ～ 30g
※中苗の場合は中苗配合 35g ～ 40g

焼土 1.25ℓ（約 1.2㎏）
ダコニール粉剤 8g
カスミン粒剤 20 g

分類 資材名 1袋の量 1袋の出来る箱数
床土

焼土 20㎏
8箱

覆土 16 箱

床土

ピートモス 50ℓ 62 箱
稚苗配合 10㎏ 330 ～ 400 箱
中苗配合 10㎏ 250 ～ 280 箱
タチガレエース粉剤 1㎏ 165 箱

覆土
ダコニール粉剤 3kg 375 箱
カスミン粒剤 3kg 150 箱

ホーネンス培土を使用する場合
●培土にはすでに肥料・ピートモスが混和されております。
●床土１箱当り2.8㎏使用が目安で、窒素成分1.3gとなります。
●苗立枯病の防止をする場合は農薬の混和が必要となります。

細菌性病害対策のために必ずカスミンの箱処理を行いましょう。
処理方法 薬剤名 処理濃度・量 備考

覆土混和 カスミン粒剤 覆土１箱当り 20g 混和 育苗箱 150 箱分／ 3kg

播種後、覆土前灌注 カスミン液剤 4倍希釈液箱当り 50ml 灌注 育苗箱 40 箱／ 500ml

品質向上！　新潟米チラシについて

品質向上！新潟米のチラシについては、新潟県全体の栽培指導で
田植え日が 5月 10日以降となっていますが、

JA 魚沼みなみは、田植えは 5月 20 日以降
の栽培指導です。
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